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大規模修繕工事・改修工事の必要性管理組合様・マンションオーナー様の取り組み

マンションの老朽化対策・資産としての価値の維持

ハウスプラスのハウスプラスの大規模修繕工事のかし保険大規模修繕工事のかし保険大規模修繕工事のかし保険
「大規模修繕工事のかし保険」とは…

マンションの問題＆課題

そこで！

ご安心ください！

大規模修繕工事のかし保険
があります。

マンションの維持・管理には様々な不安がつきもの。なかでも大規模修繕工事や改修工事は、
管理組合様・マンションオーナー様にとって大きな心配事のひとつではないでしょうか？

請負契約に
基づく工事

請負事業者発注者様
（管理組合様・マンションオーナー様など）

修繕工事をするんだけど、
工事に不具合があったら

どうしよう…
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をご提案いたします！

ハウスプラスの『大規模修繕工事のかし保険』は、管理組合様やマンションオーナー様を守るため、2010年2月に
国土交通省より認可された保険です。工事の請負事業者がこの保険に加入していれば、工事のうち保険の対象とな
る部分に対して検査があります。また、工事後に見つかった「かし」（欠陥・不具合等）を直すための費用に保険金が
支払われるので、管理組合様やマンションオーナー様は安心して工事を発注することができます。

不安・心配



大規模修繕工事の請負事業者が発注者
様（管理組合など）に対して負担する瑕疵
担保責任を補償します。

大規模修繕工事の施工に
起因する瑕疵を担保

特徴１

当社が大規模修繕工事のうち保険の対
象となる部分の検査を2～4回実施※しま
す。
保険を引き受けるに当たり、その検査に
適合していただく必要があります。
※検査回数は保険の対象となる部分によって決定します。

検査付き保険

特徴2

請負事業者が倒産等を含め相当の期間を
経過してもなお瑕疵担保責任を履行しな
い場合は、発注者様はその損害について
保険金を直接ハウスプラス住宅保証へ請
求することが可能です。

一定の条件のもと、発注者様から
保険金の直接請求が可能

特徴3

3

大規模修繕かし保険ができるまで…

2000年（平成12年）4月 2005年（平成17年）11月 2009年（平成21年）10月

経緯

新築

大規模
修繕

住宅の品質確保の
促進等に関する法律
（住宅品質確保法）施行
（住宅の新築工事の請負人の
瑕疵担保責任の特例）

構造計算偽装問題発覚
特定住宅瑕疵担保責任の
履行の確保等に関する法律

（履行法）施行

民法第634条に規定する
担保責任

2010年（平成22年）2月

大規模修繕工事
瑕疵担保責任保険の
認可を取得

大規模修繕工事を
保険でサポート

新築住宅の瑕疵担保責任を
履行するための
資力確保措置を
義務化

新築住宅に対し
10年間の
瑕疵担保責任

請負人の担保責任 大規模修繕工事も
保険制度を利用している
請負事業者が安心！

第1号
認可！



１． 保険対象にできる部分

保険対象にできる部分の一例
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修繕工事を実施した以下の部分
① 構造耐力上主要な部分
② 雨水の浸入を防止する部分
③ 給水管路および給水設備
④ 排水管路および排水設備
⑤ 灯油等管路および供給設備
⑥ 電気設備
⑦ 手すり等
⑧ タイル（タイル剥落特約付帯時）
※ ①から⑥のいずれか１つ以上を必ず選択して下さい。

高置水槽

給水管路および
給水設備の工事

③

①

②

② ⑦

②

④排水管路および
排水設備の工事

⑥電気設備工事
（共用部分）

エントランス



２． 特約

３． 保険期間
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   （※2）各種（屋上防水・外壁等防水・管路・設備部分に関する）

特約が付帯された場合、それぞれ対象部分の保険期間は

10年間となります。

屋上防水工事に係る保険期間延長特約

外壁等防水工事に係る保険期間延長特約

タイル剥落に係る特約（5年）※1

管路・設備等工事に係る
保険期間延長特約

中性化・塩害対策工事に係る
保険期間延長特約

保険対象工事のうち屋上部分についての保険期間を10年に延長します

保険対象工事のうち外壁等部分についての保険期間を10年に延長します

保険対象工事のうちタイル剥落を保険対象工事に含めます（保険期間5年間）

保険対象工事のうち管路・設備等部分について保険期間を10年に延長します

構造耐力上主要な部分のうち鉄筋の腐食によるコンクリート欠損部分の保険期間を10年に延長します

付帯する主な特約は次のとおりです。

工事請負契約で約定した全ての工事を
完了した日から５年間（※2）
（ただし、手すり等は２年間）

工事完了日 2年施工中 5年 10 年

帯
付
約
特

手すり等

保険期間
（手すり等以外）

付保住宅の管路・設備部分

タイル（特約で5年間補償）※1

さらに特約で延長

※1 タイル剥落特約（10年）もご用意しています。詳細・付帯条件等については当社までお問い合わせください。

雨水の浸入を防止する部分 さらに特約で延長



４． 保険金額（支払限度額）について
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付保住宅の限度額

1事業者あたりの支払限度額

同一引受年度支払限度額

5,000万円～ 5億円（※1）

当社が、毎年4月1日から翌年3月31日までの期間（「事業年度」といいます。）中に当該事業者と締結した全ての保険契約の
支払限度額を通算した金額の10％または10億円のいずれか大きい額

30億円（※2）

損害調査費用の限度額

仮住居・転居費用の限度額

直接修補費用等の免責金額

縮小てん補割合

1事故につき、修補費用の10％または200万円のいずれか小さい額

付保住宅1住戸につき50万円

10万円

80％（ただし、請負事業者が倒産等の場合100％）

※1　保険対象工事の内容および住棟の延床面積、住戸数、または建築面積により異なります。
※2　当社が、共同住宅等大規模修繕工事瑕疵担保責任任意保険約款に基づく保険契約において各事業年度に支払う保険金の額は、各事業年度中に保険証券が発行された当該保険契約のすべての
　　  保険金を通算して30億円となります。

○充電スタンドに係る工事のみの場合は、充電スタンド1台につき
　500万円となります。

○設備単体工事、屋上（屋根）防水単体工事については、
　住戸数、建築面積に応じて設定しています。

○団地等（多棟団地申請）の場合については、申請条件により設定が
　異なる場合がございます。

　詳細はお問い合わせください。 

① 請負事業者から請求の場合（100万円－10万円 ）×   80％ ＝ 72万円

② 発注者様からの請求の場合（100万円－10万円 ）× 100％ ＝ 90万円
100万円の
修補費用を保険金のお支払額（例）

次の費用は 1付保住宅の限度額の枠内で、以下の金額を限度額とします。

保険金額（支払限度額）は1住棟あたりの延床面積に応じて設定しています。

保険金の支払限度額は次のとおりです。

延床面積（㎡） 保険金額（支払限度額）

3,000㎡未満 5,000万円

3,000㎡以上9,000未満 10,000万円

9,000㎡以上15,000未満 20,000万円

15,000㎡以上25,000未満 30,000万円

25,000㎡以上 50,000万円
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6. 保険金をお支払いする場合、保険金をお支払いできない場合について

5. 発注者様の保険金の直接請求権について

事故による損害が発生した場合において、請負事業者の倒産等を含め請負事業者が相当の期間を経過してもなお瑕疵担保責任を履行しないときは、
発注者様は当社に対し保険金の支払いを請求することができます。

保険金をお支払いするのは、主に次の場合です。

保険金をお支払いできないのは、主に次の場合です。

工事請負契約

検査 請負事業者倒産時に
保険金を直接支払い

保険金お支払保険契約

発注者様

直接請求権

請負事業者

構造耐力性能が失われた場合
例）基礎の著しいひび割れ

雨水の浸入
例）外壁からの漏水

構造耐力性能が失われた場合
例）基礎の著しいひび割れ

雨水の浸入
例）外壁からの漏水

共用部給排水管路・設備の不良
例）高置水槽の機能停止
共用部給排水管路・設備の不良
例）高置水槽の機能停止

タイルの剥落タイルの剥落

地震に起因する瑕疵

台風や落雷に起因する瑕疵

地震に起因する瑕疵

台風や落雷に起因する瑕疵

火災に起因する瑕疵

虫食い等に起因する瑕疵

火災に起因する瑕疵

虫食い等に起因する瑕疵

瑕疵に起因する人への障害

住宅以外の財物への損傷等

瑕疵に起因する人への障害

住宅以外の財物への損傷等

ハウスプラス住宅保証

手すりの腐食等
例）腐食等により安全性を満たさない
手すりの腐食等
例）腐食等により安全性を満たさない

共用部電気設備の不良
例）共用廊下の電気設備の機能停止
共用部電気設備の不良
例）共用廊下の電気設備の機能停止



7． Ｑ＆Ａ

請負事業者は決まっているんだけど、
『大規模修繕工事のかし保険』に入って
もらうにはどうしたらいいの？

ハウスプラス住宅保証にご相談ください！
当社より請負事業者へ『大規模修繕工事の
かし保険』のご説明をさせていただき、
事業者登録や申請方法など、様々な手続きを
サポートいたします。

Q1

A1

『大規模修繕工事のかし保険』に登録されて
いる請負事業者を探す方法ってあるの？

下記のホームページで、所在地や会社名など条件
を設定して検索することができます。
【（一社）住宅瑕疵担保責任保険協会ホームページ】
　https://kashihoken.or.jp
【ハウスプラス住宅保証㈱ホームページ】
　https://www.houseplus.co.jp

Q2

A2

全ての修繕工事を保険対象とする必要は
あるの？

保険対象部分は選択することができます
（P.4 参照）。ただし、選択していない
箇所は対象外です。

Q3

A3

検査のタイミングはいつなの？

保険対象となる部分の検査を、原則として工事
着工前と工事完了後（2～4回）実施します。
なお、検査時に不適合箇所があった場合、
再検査を実施することがあります。

Q4

A4

保険に加入し修繕工事を行ったタイルが
浮いてきたら、補償の対象になるの？

補償の対象となりません。
ただし、タイル剥落に係る特約が付帯されて
いれば、タイルが落ちた場合に補償の対象
となります。

Q5

A5

大規模修繕工事が完了して保険開始後に行う
増築・改修・修補等は補償の対象になるの？

保険開始後に増築・改修・修補を行った
部位等については補償の対象になりません。

Q6

A6

所 在 地 ： 〒105-0022 東京都港区海岸1-11-1 ニューピア竹芝ノースタワー18階
Ｔ Ｅ Ｌ ： 保険の内容についてのお問い合わせ：03-4531-7205
  事故発生時のお問い合わせは請負事業者へご一報ください。
  なお、請負事業者倒産の場合の事故発生時のお問い合わせは 
  03-4531-7215 へご連絡ください。
営業時間 ： 9:00～17:00（土・日・祝日および当社休日を除く）

【この保険に関する連絡先】

保険についての詳細は、お気軽にお問い合わせください！

発行日：2022/10/01（外－P22－075） All Rights Reserved Copyrights©  ハウスプラス住宅保証株式会社 2022




